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ヘリウム入手価格の高騰
現在、世界的なヘリウム危機の状況に陥っており、大
手ガス会社からの供給制限が開始されるなど、ヘリウ
ムの調達が一段と厳しい状況となっています。九州大
学低温センターにおいてもその影響は大きく、2022年
頃からヘリウムの入手価格が大きく高騰しました。 
伊都キャンパスではヘリウムの供給を継続できるよ
う、ヘリウムガスの入手について引き続き努力を行っ
ています。本リサイクルの運用において、ヘリウム回収
率の向上が非常に重要な要素となります。より安定し
たヘリウムの供給に向けて、ユーザーの皆様には引き
続き回収率の更なる向上にご協力をお願い致します。 
またヘリウムの供給単価につきましては、今後、適正
な単価への見直しを進めるとともに、回収率を反映す
る制度も検討しています。ご理解、ご協力の程、お願
い致します。

01

図；2004年における低温センターでのヘリウム
納入単価を100%とした時の納入単価の推移

段差の改善 02

寒剤容器として用いる大型の容器などを運搬する場合
は、少しの段差でも転倒の危険があります。転倒する
と人的被害が出るだけでなく、容器自体の内部損傷の
可能性があり安全上容器を廃棄する必要が出てきま
す。また、段差を越えるために、容器のキャスターを
力で浮かせることは効率面でも悪く、日々の業務のス
トレスにもなっていました。今回、低温センター周囲
の全９箇所について、扉下の沓摺（くつずり）を撤去
することにより、段差を解消する工事を実施しまし
た。これにより、安全性が向上されただけでなく日々
業務の効率改善、ストレス軽減にも繋がりました。み
なさんの作業場所には寒剤容器の運搬等で気になる段
差はありませんでしょうか？そのような場所がある場
合は、事故防止のため、段差解消を検討してみてはい
かがでしょうか。 

LHe容器計量システム
現在、ヘリウム充填に関わる職員が3名在籍しており、どの容器にどれだけ残量があるかや、どの
容器を研究室に出荷しているかなどを全員が把握しておく必要があります。より容易に管理・意思
疎通を行うため、ひと目でわかる管理システムを構築しました。また、バリアフリー体重計を設置
し、液体ヘリウム残量が測定できる機能を付加しました。これによりヘリウム充填中も容易に液量
が確認できるようになりました。 (表紙写真)
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保安講習会

センター見学
オープンキャンパス等で訪れる一般の方や中高生に、寒剤供給施設
の公開や液体ヘリウム・液体窒素を使用した実験のデモンストレー
ションなどを行なっている。通常では見られない施設や現象の一般
公開は、低温科学の啓発に役立つとともに、中高生たちの視野・可
能性の拡大に大きく貢献している。 
2023年は昨年に引き続き、新型コロナウイルスの影響を受けてオ
ンラインでのオープンキャンパスとなり、動画を通して施設の紹介
やデモンストレーションの公開を行なった。（写真右） 

例年は以下の日程でセンター見学を行なっている。 
3月；体験入学　5月；開学記念　8月；オープンキャンパス　など 

九州大学安全衛生推進室高圧ガス部門と共同で、寒剤・高圧ガス利用者保安講習会を実施している。この講習
会は、全学の寒剤・高圧ガス利用者が保安に関する知識を深め、寒剤・高圧ガスによる酸欠や爆発などの事故
をおこさず、安全に実験が行えるよう、テキストやビデオを用いて実施している。 
2023年度はeラーニングによる講習と対面での実技講習を行なった。実技講習では、高圧ガスボンベや低温
寒剤、配管継手の施工について、受講者が実際に体験して正しい取り扱い方を学ぶことを目的として、伊都・
馬出キャンパスにて実施した。 

●2023年度実施分(eラーニング) 
伊都地区 909人　馬出地区 210人　 
筑紫地区 80人　その他部局 4人　　   合計 1,203人

●箱崎キャンパス 
液体ヘリウム供給   2015年終了 
液体窒素供給                             2018年終了 

●伊都キャンパス 
液体ヘリウム供給          2007年開始 
液体窒素供給　　         2007年開始 

●病院キャンパス 
液体窒素供給         2019年開始 

寒剤供給量
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高圧ガス保安管理業務

低温寒剤を製造・供給するための設備は高圧ガス製造設備であり、高圧ガス保安法により保安検査・定期自主
検査・開放検査などの検査が義務付けられている。保安係員等の監督下でこれらを実施している。 

●日常点検　（３回以上／日） 
早期の異常発見のため、設備の運転状況等について始業時・運転時・終業時など１日３回以上行なっている。 

●定期自主検査　（１回／年）　2023年6月実施（伊都・病院） 
高圧ガス保安法に基づく、耐圧検査・気密検査・安全弁検査・圧力計検査・記録簿検査など多項目の検査。こ
の検査を実施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●開放検査　（各機器の周期に応じて）　2023年11月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づき、各機器の分解等により、設備内部の目視検査・非破壊検査を行なう。この検査を実
施しなければ、保安検査に合格しない。 
　　　　　 
●保安検査　（１回／年）　2023年7月実施（伊都） 
高圧ガス保安法に基づく、福岡市消防局による検査。この検査に不合格の場合は寒剤供給停止となる。 

●高圧ガス製造事業所保安係員等講習会　2023年　3名 
製造事業所の保安係員等を対象とした講習会。製造保安責任者免状の交付を受けてから３年以内に、２回目以
降は５年以内に受講しなければならない。 

●高圧ガス製造事業所保安講習会　2023年　受講者なし 
高圧ガス保安協会が主催する、製造事業所対象の保安講習会。高圧ガス保安法および福岡県の保安行政、近年
の事故例等の講習。 

●寒剤の取り扱いに関する講習・見学会　（随時） 
低温センターの安全利用に関し、寒剤の汲み出し方法や運搬方法、ルール説明等、実際に現場で設備等を使用
して教育指導している。 

●防災・消火器訓練　（１回／年） 
万が一の事故発生時にどのような対応をしていくか、具体的な事故を想定し実施している。避難訓練や、空気
呼吸器の使用訓練、消火器の使用訓練、消防局による出張講習会などを行なっている。

ヘリウムガス回収率
ヘリウムは貴重資源であり、学内では液体ヘリウムを使
用後に蒸発したヘリウムガスを回収し、精製・再液化を
行なっている。供給した液体ヘリウムのうち、ヘリウム
ガスとして戻ってくる割合をヘリウムガス回収率と呼ん
でいる。回収率を向上させることで、貴重資源であるヘ
リウムガスを有効活用することができる。 

建物ごとの回収率は右記の通り 
(参照期間 : 2022年12月～2023年11月) 

ブロック 供給量（L） 回収率（%）

低温センター実験棟 4,398 100.0

超伝導センター 14,961 86.6

W１号館 550 67.0

W２号館 1,990 88.2

W3,4号館 557 70.3

W５号館 181 68.7

先導物質化学研究所 4,755 93.3

超顕微解析センター 0 -

カーボンニュートラル 316 58.8

低低温温セセンンタターーをを利利用用ししたた論論文文  ((2022‐‐2023))  
  

工工学学研研究究院院  エエネネルルギギーー量量子子工工学学部部門門 
 河河江江研研究究室室 
1. Hydrogen-impurity-induced conductance peaks in constriction type Josephson junctions 

K. Miyakawa, H. Takata, T. Yamaguchi, Y. Inagaki, K. Makise, and T. Kawae 

Appl. Phys. Express 15, 013002, (2022) 

 

2. Precise magnetization measurements down to 500 mK using a miniature 3He cryostat and a 

closed-cycle 3He gas handling system installed in a SQUID magnetometer without 

continuous- cooling functionality 

K. Shimamura, H. Wajima, H. Makino, S. Abe, Y. Haga, Y. Sato, T. Kawae, and Y. Yoshida 

Jpn. J. Appl. Phys. 61, 056502, (2022) 

 

3. Over-the-Gap Conductance Oscillations in Superconducting Vanadium Nanocontacts  

Induced by Hydrogen Impurities 

Md. S. Islam, H. Takata, Y. Inagaki, K. Hashizume, and T. Kawae 

ACS nano 16, 14149, (2022) 

 

4.  Observation of Kondo Resonance and Low-Energy Excitation in CeB6 Using Point-Contact  

Spectroscopy 

M. Shiga, T. Takahashi, T. Teramoto, F. Iga, and T. Kawae 

J. Phys. Soc. Jpn. 91, 113705, (2022) 

 

5. A straightforward DC-reversal method for the Thomson coefficient measurement 

Y. Amagai, T. Shimazaki, K. Okawa, T. Kawae, H. Fujiki, N. Kaneko 

Measurement, 205, 112205, (2022) 

 
6. Electronic Density of States in CeSi2−x Studied by Point-Contact Spectroscopy 

T. Takahashi, T. Teramoto, M. Shiga, I. Maruyama, K. Ida, K. Ishiwatari, M. Ohashi, and T. 

Kawae 

JPS Conf. Proc. 38, 011081 1-6 (2023). 

 

7. Superconducting Properties of Palladium Hydride Systems Prepared by Low-Temperature 

Absorption 
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